
６月２日（日）に日曜参観・学校保健委員会 ６月８日（土）岡前小学校・与名間分校の職

を実施しました。 員・保護者によるＰＴＡ親睦ミニバレーボール

まず，おにぎり弁当では，親子で作ったおに 大会がＰＴＡ保体部主催で開催されました。当

令和元年６月２８日第３号 ぎりについて，子どもたちが事前に作成したレ 日は低・中・高学年部に分かれてのリーグ戦と

シピをもとに，工夫したことを発表し，おいし なり，中学年部が優勝しました。珍プレーあり，

そうに食べていました。 好プレーありの和気あいあいの雰囲気の中で，

次に授業参観を各学級で実施し、その後，学 みんな気持ち良くバレーを楽しんでいました。

校保健委員会を体育館で児童・保護者一緒に開 来年は各学年対抗戦または，集落対抗戦がて

催しました。学校からは体位・健康診断結果や きたらいいとの反省も出されています。少しで

運動・体力面に関する本校の取組，健康・保健 もＰＴＡの輪を広げていきたいと思います。Ｐ

面に関する本校の取組について発表がありまし ＴＡ保体部の皆様，当日の準備・運営ありがと

た。その後，家庭教育学級を兼ねた講演会「親 うございました。

子でできるフットマッサージで明日も元気！」

では，ほーらい館健康運動指導士の神田麻理子

先生による足のマッサージの仕方やつぼで分か ６月１６日（日）トライアスロンに向

る体調の変化などについてお話と実技講習をしていただきました。多くの けてＰＴＡ環境整備部と教職員による奉

方の参加をいただき，ありがとうございました。 仕作業を実施しました。環境整備部の方

の多くの参加を得て，作業がスムーズに

進み，１時間半で学校の敷地全体がとて

５月１３日から２泊３日の日程で，６年生が もきれいになりました。最後に昇ＰＴＡ

鹿児島へ修学旅行に行ってきました。初日はフ 会長から「修繕が必要な箇所がいろいろ

ェリーで船中泊となります。２日目，水族館見 と出てきているので今後町と相談してい

学の後，子どもたちは班に分かれ，それぞれの きたい。」とのあいさつがありました。芝刈り機を持参いただいた宮田

テーマに沿って博物館や黎明館，維新ふるさと ＰＴＡ環境整備部長を始め参加いただきました環境整備部の方々，あり

館などを訪れて自主的に鹿児島の文化・歴史な がとうございました。

どについて学習しました。３日目には平川動物

園の後，知覧特攻平和会館で戦争についての話

を聞いたり，展示物を見たりして，平和の尊さ

を学び，飛行機での帰校となりました。今年か

ら沖縄から鹿児島へと目的地が変更になりまし

たが，事前にインターネットで調べたことを活

用しながらの行動が中心となる充実した修学旅

行となりました。

５月２７日６校時２年生が研究授業を行いま

した。昨年度から岡前小学校は指導方法改善地

区研究協力校として，校内研究テーマの「自分

の考えをもち，生き生きと表現する子どもの育

成～伝え合う力を育てる国語科の授業づくり

～」の実現に向けて取り組んでいるところです。

主体的・対話的で深い学びができるよう全学級

での研究授業を通した授業実践に努めていきます。

また，２月１３日には１・３・５年による公開授業も行います。当日は

地域や保護者の皆様もぜひ御参観ください。

７・８月の主な行事予定
＜７月＞

５日（金）家庭教育学級・校内水泳大会（授業参観）・

PTA全体会・学級 PTA
８日（月）地域子ども会

１２日（金）第１回学校評議員会

１３日（土）町小学校合同水泳大会（５・６年）

１５日（月）思いやりクリーン作戦（海岸清掃）

１６日（火）ＰＴＡ役員会，着衣水泳（低②中③高④）

１９日（金）１学期終業式

２０日（土）大ラジオ体操会・親子ボランティア清掃，通学路点検

２２～３１ 教育相談

＜８月＞

１日（木）出校日，北部地区推進協議会校区巡回

１８日（日）思いやりクリーン作戦，天城祭り補導（生活指導部）

２１日（水）出校日

３１日（金）北部地区推進協議会校区巡回

９／１日（日）ＰＴＡ親子奉仕作業（雨天９／８）

トライアスロン選手との交流会を終えて
校長 古田良成

６月２３日（日）に，徳之島全町を挙げての一大イベント，第３２回ト
ライアスロン IN 徳之島大会が開催されました。北は北海道から南は沖縄ま
でと全国各地からトライアスリートが集まり，熱戦を繰り広げました。前
日から大雨で，残念ながらキッズトライアスロン大会は中止となりました
が，日曜日の高校生以上の本大会では，スイムの距離を縮めたもののすべ
ての競技を実施し，まさに過酷な大会となったのは言うまでもありません。
ただ，大変だったのは選手だけではありません。岡前小学校，与名間分校，
北中の児童生徒をはじめ，コース上には小学生から大人までたくさんのボ
ランティアや地域の人たちが，スタートやゴール地点，エイドステーショ
ンや交通の要所で，横殴りの雨に濡れながら応援していました。この日は
気温が上がらず，低体温症で救急車で運ばれた選手もいるほどの過酷な状
況の中で，応援のいないコースはほんの少ししかなく，まさに島民をあげ
てという言葉がぴったりとくる「おもてなし」を提供していました。
さて，長々と当時の状況を振り返ったのには訳があります。
翌日２４日（月）に，その大会に出場した１３名の方に学校にお出でい

ただき，トライアスロン選手との交流会が開催されました。地元前野集落
から寿前町長をはじめ２名，他に京都，東京，鳥取から参加された選手の
方々にお出でいただきました。自己紹介を兼ねてトライアスロンや徳之島
の感想を話していただいたり児童からの質問に答えていただいたりしたあ
と，峰岡朋輝さん歩嬉さん姉弟と富山海音さんの３人による三味線や太鼓
の演奏に合わせて，徳之島小唄を歌ったり，ワイド節を一緒に踊ったりし
ました。
その中で，とても印象に残ったことがありました。東京から参加された

アスリートの方が，トライアスロンの感想を次のように話してくださいま
した。
「徳之島の大会は，本当に厳しくて大変です。この大会は何度か参加し

ていますが，かんかん照りの暑さだったり台風前の強風や昨日のような大
雨だったりと過酷な環境の中でのレースです。でも，参加する人たちは，
自然相手の競技なので，それを承知で挑戦します。本当に大変なのは，ボ
ランティアや応援してくださっている皆さんです。どんなに暑くても，ど
んなに雨や風がつよくても，島中で応援したり選手を支えたりしてくれて
います。それがどんなにうれしかったことか。心から感動を覚え，胸が熱
くなり，また来年も参加しようと思っています。」
その方は，感極まり声を詰まらせ涙ながらに子どもたちに話をしてくだ

さいました。その話を聞きながら，うれしさと誇らしさで，思わずもらい
泣きをしてしまったほどです。交流後に参加者同士の情報交換会を行いま
したが，その中で，次のような話も聞くことができました。
「日本全国で開催されるトライアスロンで，出場して良かったと思う大

会ランキングというのがありあります。初出場からベテランの方まで，す
べての方のランキングでは宮古島の大会が１位ですが，ベテランだけのラ
ンキングを見ると，徳之島の大会が１位なんです。島中が応援してくれる，
こんなに素晴らしい大会は，他にはありません。だから，何回も参加する
のでしょうね。」
交流会で話を聞いていた子どもたちは，どんなことを感じたでしょうか。
このような人間性に溢れ，全国に誇れる徳之島に住んでいることに，誇り
と自信をもって欲しいと願っています。


